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苫小牧市民の
運動・スポーツ活動実態調査

回答状況
（回答数 1,212/3,000件 回答率 40.4%）
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男性 27 40 58 90 73 119 110 517 
女性 19 54 84 115 91 118 99 580 
不明 115 
合計 46 94 142 205 164 237 209 1,212 
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健康・運動への意識

・全世代で約８割が健康であると回答している一方、運動不足も感じている

・２０代以降は年齢が上がるごとに健康に不安を感じ、スポーツをする割合が高
くなる
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自身の健康・体力・運動への意識（問１～３）

健康である 体力に自信がある 運動不足を感じる
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週に１回以上スポーツをする割合（問６）

スポーツの実施状況

・健康づくりや楽しみ・気晴らしのためにスポーツをする人が多い

・７割以上が個人でスポーツをしているため、実施場所も公園等や自宅、路上等が多く
なっている
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どこでスポーツをするか（問８）
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地域スポーツ活動
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個人

誰とスポーツをするか（問９）
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家族とのふれあい
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友人・仲間との交流

運動不足解消

美容・不満解消

記録・能力向上

精神修行・訓練

その他

わからない

スポーツをした理由（問７）
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スポーツをしない理由

・高校入学時、就職時にスポーツをやめる人が多い

・約半数が時間がないことを理由にスポーツをしていない

・今以上にスポーツをするためには、身近な場所と安価な料金がキーワードになる

⇒時間が空いた時に手軽にスポーツができる環境が求められている
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スポーツをしたことがない

スポーツをやめた時期について

（問１１）
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指導者がいない

他の活動に時間を使うため

その他

理由なし

スポーツをしない理由（問１２）
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自由時間が増える

健康状況の変化

欲しい情報の入手

仲間の存在

身近な場所がある

お金がかからない

教えてくれる人がいる

家族の協力・応援

自分に合った種目がある

レベルにあったチーム

その他

今以上にスポーツを実施する動機

（問１３）

地域スポーツ行事への参加

・７５．５％の市民が地域スポーツ行事に参加していない（前回７５．１％）

・地域スポーツ行事に対して身近な場所や参加しやすい日時、参加費がかから
ないことを求める意見が多い

⇒気軽に参加できる内容を求めている人が多い

あり
24.5%

なし
75.5%

地域スポーツ行事への

参加状況（問１４）
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指導者講習・審判研修

ボランティア養成講習

その他

参加したい

地域スポーツ行事（問１６）
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参加しやすい日時

その他

地域スポーツ行事への

参加動機（問１５）
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スポーツを観る

・全体の観戦率は３０．１％（前回：３５．７％）

・観戦率の高い１０～５０代女性をターゲットにすると効果が高い

⇒バスケットボール（１０代）、野球・フィギュアスケート（２０代～５０代）

・野球、アイスホッケーは世代・性別に関わらず観戦されている

⇒幅広い世代が観戦できる

・メディア報道や話題性よりも、テレビ観戦や競技者として親しんでいるスポーツを観戦する市民が多い
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家族・知人の誘い

チーム・選手のファン

話題性

チケットを入手したから

メディア報道

地元選手の出場

その他

観戦したきっかけ（問１９）

地元アスリートの応援

・７割の市民が地元アスリートに好意的だが、観戦する割合は１割にとどまっている

⇒観戦していない６割をどう取り込むかが重要

・アスリートの活躍やメディア露出に次いで、初心者・子供が楽しめる要素がアスリートを応援す
るきっかけとなっている

⇒競技経験に関わらず、気軽に楽しめる内容が求められている

5.2%

54.8%
8.5%

31.5%

地元アスリートの応援割合（問２０）

観戦している 応援している 今後応援したい 応援しない
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好成績・活躍

初心者・子供が楽しめる

広報・メディア露出

選手との交流

教室・ジュニアの育成

地域貢 活動

その他

地元アスリートを応援する動機（問２１）
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スポーツを支える

・９３．４％の市民がスポーツのボランティアを行っていない（前回９０．５％）

・好きなスポーツの普及支援や同じスポーツが好きな人との交流の場という意見が多い

⇒自分の好きなスポーツに関係するボランティアであれば実施してもよいと考えている人は多い

・「どんな理由でもしない」、「わからない」という意見も多い

⇒意義や内容・イメージをわかりやすく伝えることが必要
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ボランティアをしている割合（問２２）

定期的に実施 不定期で実施 未実施
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地域での居場所・生きがい

出会い・交流

スキルの取得・活用

社会貢献

顕彰・表彰

その他

どんな理由でもしない

わからない

ボランティアを実施する動機（問２３）

スポーツに関する情報について

・興味のある情報としては、大会・イベント開催情報や施設利用方法の情報を求める
声が多い

・情報の入手媒体としてはテレビ、ラジオ、新聞、インターネットが多い

15.5%
21.9%
21.8%

29.5%
19.4%

11.2%
4.6%

3.9%
4.3%

8.0%
1.0%

37.1%

施設概要

施設利用方法

イベント・教室

大会・試合

チーム・選手

ルール・技術

用具

指導者

ボランティア

地域スポーツ活動

その他

特になし
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興味のある情報（問２４）
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テレビ・ラジオ

インターネット

市の広報

掲示板・ポスター

スポーツ施設窓口

市役所窓口

指導者・家族・知人

その他

特になし

情報入手媒体（問２５）
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氷上スポーツについて

・半数以上の市民が氷都として自信を持っており、今後もご当地スポーツとして守っ
ていくべきと考えている

・氷上スポーツをしない理由としては、きっかけがないことや体調面の不安が多い

⇒気軽に行える内容であれば実施する人は多くいる可能性がある
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氷上スポーツをしない理由（問２６）
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独自文化として守っていくべき

普及振興にもっと力を入れるべき

現状維持

他競技に力を入れるべき

特になし

その他

氷都としてどうしていくべきか（問２８）

市営スポーツ施設について

・約３割の市民が市営スポーツ施設を利用している

・半数以上の利用者が距離的な利便性、安価な料金設定を理由としている

・要望としては施設数の増加やバリアフリー化を望む声が多い
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16.7%

23.6%
56.1%

4.2%
23.0%

19.7%
27.5%

4.8%
20.9%

3.9%

近い

夜間利用可能

休日利用可能
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レベルにあった指導

設備の充実

家族で利用可能

仲間が多く集まる

技術が向上する

好きな活動ができる

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

市営スポーツ施設の利用理由（問３０）
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16.9%
18.1%

19.2%
21.3%
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21.9%
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0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

施設数の増加

国際大会・プロ仕様の建設・改修

アフタースポーツ設備の充実

高齢者・障がい者に配慮した整備

託児施設の充実

指導者の配置

教室・行事の充実

利用手続きの簡略化

営業時間の拡大

広報の充実

健康・スポーツ情報の充実

なし

その他

市営スポーツ施設への要望（問３１）
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スポーツ施策について

・全国初のスポーツ宣言都市であることを知らない市民は６２．３％（前回５３．２％）

・力を入れる施策としては、施設の充実と子供のスポーツ機会の充実を望む声が多い

37.7%

62.3%

スポーツ都市宣言を知っている割合（問３２）

知っている 知らない

37.9%
27.4%

10.0%
38.4%

23.6%
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16.8%

7.3%

1.5%

8.4%
12.5%

15.1%

16.9%
2.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

施設の充実

気軽に参加できるイベント・大会の充実

ウインタースポーツの活性化

子供のスポーツ機会の充実

高齢者・障がい者のスポーツ機会の充実

指導者の育成・支援

プロスポーツとの接する機会の充実

スポーツを通じた市民交流

スポーツボランティアの充実

地域住民が参加するスポーツ活動

国際大会の誘致

スポーツ観光・産業の充実

施設利用・サービス情報の充実

その他

力を入れるべきスポーツ施策（問３４）


